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RHABDOMYOSARCOMA OF THE PROSTATE

  Hiroshi  ITO, Tatsuro MURASE, Munehisa TAKASHI, 

Takeshi SOBAZIMA, Koji MIYAKE and Hideo MITSUYA 
From the Department of Urology, School of Medicine, Nagoya University 

(Director: Prof. H.Mitsuya)

We report a case of rhabdomyosarcoma of the prostate. The patient was a 56-year-old man who 

complained of anal pain and dysuria. Tumor of the prostate was suspected after rectal examination. 

Multiple metastatic lesions were found in the lungs and liver. A needle biopsy of the prostate revealed 

rhabdomyosarcoma. He received chemotherapy, using Etoposide and responded slightly. Subseq-

uently VAC-therapy was also performed. Although the patient improved temporarily, he died 4 

months after admission.
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緒 言

今回われわれは比較的稀な成人の前立腺横紋筋肉腫

に対しEtoposidc(NKI71)を 使用し一時的なが ら

効果を得たのでこれを報告し若干の文献的考察を加え

る.

症 例

患者56歳,男 性

初診:1984年2月20日

主訴:肛 門部痛,排 尿困難

既往歴:35歳 の時胃切除術を受けている

家族歴=特 記すべきことなし

現病歴:1983年10月 頃 よ り肛門部痛 があ り排便障

害,排 尿障害も出現し増悪してきたため近医受診し前

立腺部の腫瘤を指摘された。しかし生検をおこなって

も診断が得られないため当科に紹介された.当 科受診

時圧痛および発熱があったため前立腺膿瘍を疑い抗生

剤投与を施行したが改善せず2月27日 尿閉とな り当科

に入院 した.

*現 .名 古屋第一赤十字病院泌尿器科

Fig.1.ChestX-rayfilmshowsmultiple

metastasis.

入院時現症:体 格栄養中等度,胸 腹部,四 肢,外 性
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器 の理 学 的 所 見 に異 常 を認 め ず,直 腸診 に て前 立 腺 部

左側 に や や硬 い 表面 平 滑 な テ ニ ス赤 一 ル 大 の圧 痛 の あ

る腫 瘤 を 触 知 した.

検 査 成 績:

血 液 ・般 検 査RBC374×10ッmm3,Hbll.59/dl,

wBC5,700/mm3,Plt.27.5×101/rnm3,rl血 球 分画 に

異常 を 認 め な い.

㎡皿液 化学 検 査T.P.6.49/dl,Alb.3.39/dl,BuN

18mg/dl,Crl.5mg/d蛋,GOT721U!1,GPT103

1u/1,LDH5581u/l、AIP4041u/l,γGTP2791u/1,

T.13.o.7mg/d1,AcPl3.31u/1,前 立 腺 性ACPo.1

1u/l,αFP5ng/m1,cEAl.3mg/ml,β2MG3.56

mg/l,CPK221U/1

血 沈76mm/l時 間

尿 培 養(一)尿 細 胞 診(一)

X線 学 的 検 査:
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F且g.5.ChestX-ray創mafterchemotherapy

胸部X線 に て転 移 と思 わ れ る多 発性 の異 常 陰 影 を 認

めた(Fig.1).DIPに て 左 腎 が 造 影 さ れ な か った

(F三g.2).尿 道 膀 胱 造 影 に て 後 部 尿道 の 著 明 な圧 排 が

み られ 精 嚢造 影 に て左 精 嚢 の 著 明 な 右 方 へ の圧 排 と変

形 が み られ た(Fig.3).

超 音波 検 査:
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肝に多発性の転移と思われる腫瘍を認めた.膀 胱後

部に腫瘍を認めた.

以上より前立腺原発の悪性腫瘍およびその全身転移

と考え3月8日 硬膜外麻酔下にて前立腺針生検および

TUR-Pを 施行した.手 術時膀胱内には観察できる範

囲では異常を認めず前立腺部尿道は右方に圧排 されて

いたが粘膜面は肉眼的には正常で切除鏡の挿入に軽度

の抵抗はあるが操作は可能であった.し かし自尿可能

となるまで切除す る ことは不可能と考え生検に止め

た.

生検標本では細胞は大部分紡錘状で束状に交錯する

傾向を示し,核 分裂像はかな り多く胞体はcosin好 性

であり横紋筋肉腫と診断 された(Fig.4).針 生検の

標本とTURに よる標本は共に同様の所見であった.

す でに肺,肝 への遠隔転移があるため3月12日 よ り

化学療法を1用始した.ま ずEtoposideを100mg5

日間点滴投与した.4週 間休薬して再度同量を投与 し

た。1回 目の投与後肺転移巣(Fig.5),肝 転移巣の

縮小,GOT,GPT,LDHな どの減少が得られた

(Fig.6).こ の 時点 でのCT所 見を(Fig.7)に し

めす しかし局所所見および症状の改善は得られずこ

れ らの効果も一時的で2回 目の投与では効果が乏しか

った.排 便困難が著明となったため5月7日 人工肛門

を造設 した.同 日よりvincristine,actinomycinD,

cyclophosphamideの3剤 によるいわゆるVAC療

法 を開始した.こ れも1回 目の投与後改善が得られた
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Fig.7.CTshowsahugctumorinthepelvis

か(minorrespons)効 果 の 持 続 が 短 く2回 目の投

与では 効果 も少 な く病 的 骨 折 な ど も加 わ り病 状 悪 化 し

肝転 移 巣が 急 速に 増 大 し1984年7月10日 腫 瘍 死 した.

当科 受 診 後 約4ヵ 月 の経 過 であ った.

考 察

前 立 腺 肉腫 は 前 立腺 悪 性 腫 瘍 全 体 の1%以 下 を 占め

るに す ぎず か な り稀 な疾 患 であ る1).そ の 肉腫 の なか

で横 紋 筋 肉腫 は 本邦 では 自験 例 を 含 め て35例 が 報 告 さ

れ て い る.前 立 腺 肉 腫 全体 に 対 す る横 紋 筋 肉腫 の 占め

る割 合 は最 近 の病 理 学 的 診 断 技 術 の 向 上 もあ って増 加

Lて お り本 邦 では24%と な って い る2).ま た横 紋 筋 肉

種 全体 に 対す る前 立 腺 原 発 の 占め る割 合 は 約3%で あ

る.

発 症 年 齢 をみ る と前 立 腺 肉腫 は 比 較 的 若 年者 に 多 く

本邦 で の報 告 では 平 均32歳,前 立 腺 横 紋 筋 肉 腫 だ け を

み る と平均22歳 であ る.自 験 例 は56歳 で 前 立腺 横 紋筋

肉腫 と して は 高齢 であ り調 べ え た範 囲 では 木 邦 で は58

歳 が 最 高 で それ に つ ぐもの で あ る3).

症1犬は捌:尿 障害 が90%に,排 便障 害 が30%に み られ

肉限 的 血 尿 は 比較 的 少 な い が顕 微鏡 的 血 尿 は70%に み

られ る との 報告 が あ る篭)組 織 型 に つ い て は 現 在 は

embryonaltypc.plcomorphictype,alveolar

typeの3種 に 分類 さ れ て お り5)(cmbryonaltype

の なか でhotyloidtypcを 独 立 さ せ て い る場 合 もあ

る.)本 症 例 はplcomorphictypcと 考 え られ る,横

紋 筋 肉腫 と の診 断 は 横紋 が 認 め られ れ ば 容 易 で あ るが

Stlrlingら6)は た とえ横 紋 が認 め られ な くて も大 きい

多形 性 の リポ ン状 の 原形 質 を有 す る多核 の細 胞 か らな

る腫 瘍 は 横 紋 筋 肉 腫 と して よ い と述 へ,Cappel1ら7)

は未分化な細胞で好酸性穎粒が原形質内に存在すれば

横紋筋肉腫としてよいと述べている.そ の他PTAH

染色などの病理組織学的染色や電顕による胞体内の筋

原線維の検出など8)に より横紋筋肉腫の診断率が向上

している,

岡本9は 横紋の存在をあきらかにするため蛍光法に

よる腫瘍細胞内の ミオシンの局在の証明を試みており

pleomorphictype以 外 のすべてに ミオシンを証明し

ている.自 験例ではPAS染 色およびジアスターゼ消

化試験もあわせておこない胞体内に多量のglycogcn

を証 明した.確 定診断には前立腺生検が必要であるが

針生検での診断率は低 く33%と いわれ3),自 験例でも

当科入院時すでに転移巣が認められてお りそれ以前で

の確診が得られておらず本疾患での診断 治療の困難

さを感じた.原 発臓器に関しては通常診断されるとき

はかなりの大きさになっているため膀胱やその他前立

腺近傍の組織からの原発との鑑別が困難なときもあり

自験例も膀胱後部肉腫の範疇に入れるべきかも知れな

い10・u).

治療 は手術療法,化 学療法,放 射線療法,の3つ が

おこなわれている.腫 瘍が局所に限局 していれば骨盤

内全摘などの根治的手術と化学療法,放 射線療法の併

用が選択されるべ きと考えられるが最近の化学療法,

放射線療法の進歩によ り若年者の泌尿生殖器のcm・

bryonaltypcの 横紋筋肉腫に対しては膀胱機能をで

きる限り温存するとの報告 もある12)。化学療法では

VAC療 法が有効 とされ一般におこなわれている13)が

自験例ではVAC療 法に先だちctoposideを 投与し

一時的ながら効果を認めた.し かし前立腺横紋筋肉腫

の予後はきわめて不良であ りGoodwinら14)は 手術
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可能であった5歳 の症例の5年 生存を報告 しているが

平均生存期間は約5ヵ 月である15).

結 語

前立腺横紋筋肉腫 の症例に対 しEtoposide(NK

171)を 使用し一時的ながら効果を認めた.あ わせて

若干の文献的孝察を述べた.

本論文の要 旨は,第146回 東海泌尿器科学 会 に て 発表 し

た.
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